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5.4.1 はじめに 

 福岡管区気象台は気象研究所との地方共同研究「日本各地域の繰り返し相似地震発生状況に関する研究」として福

岡管内の繰り返し相似地震の調査を平成23～24年度の2年計画で行なってきたので報告する。なお、同地域の小規模相

似地震については、Yamashita et al.(2012)による報告

があるが、ここでは規則的繰り返し発生に注目して別途

中規模地震を含めた繰り返し相似地震の抽出を試みた。 

 

5.4.2 繰り返し相似地震とは 

繰り返し相似地震とは、ほぼ同じ規模の地震が、ほぼ

同じ繰り返し間隔、同じ場所で発生する地震のことであ

る。相似地震や固有地震などとも呼ばれており、観測さ

れる地震波形は互いによく似ている特徴がある。繰り返

し地震は、同一の固着域（アスペリティ）において同じ

大きさの歪解放を繰り返し発生していると考えられて

いる(五十嵐, 2002）。 

繰り返し相似地震の調査を行うことにより以下の事

などに貢献できる可能性がある。 

・繰り返し相似地震のうち被害をもたらす可能性のあ

る地震の分布や地域的特徴の把握 

・プレート境界のアスペリティ分布やプレートの

移動速度変化・他の巨大地震への影響の把握 

・検出した繰り返し地震、相似地震のデータを用

いた統計学的地震発生予測 

  

5.4.3 デジタルデータを用いた繰り返し相似地震

の調査対象・調査方法 

 2001年1月から2012年9月までに日向灘で発生

したM3.0以上の地震を対象に、ほぼ同じ震源で繰り

返し発生している地震を抽出し、波形の相似を比較

した。調査には気象庁が保有する津波地震早期検知

網観測点の地震波形を使用した。 

 鎌谷・勝間田（2010）に基づいた長谷川(2012)の

手法を用いて地震を抽出した。その際に緯度・経度

の差は0.05度以内、深さの差は20km以内、マグニ

図5.4.2 コヒーレンス0.95以上の地震の震央分布
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図5.4.1 繰り返し地震の震央分布図と観測点

配置。 
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チュードの差は 0.4 以内とした。抽出された地震をエリア毎に選別（図 5.4.1）し、エリア毎の地震について波形の

コヒーレンスが0.95以上（過去の調査からこの数値以上であれば、相似地震と考えられる）のイベントを抽出した（図

5.4.2）。 

 

5.4.4 デジタルデータを用いた繰り返し相似地震の調査結果 

 抽出された地震で、繰り返しの発生間隔及び地震波形の相似性などから、規則的に繰り返している相似地震と考え

られる事例はエリアNo.3とNo.6のイベントであった。 

 エリアNo.3は波形の相関も高く（図5.4.3）、M-T図（図5.4.4）で見ても、発生間隔は①-②が5.83年、②-③が

5.67年となっている。 

 エリアNo.6も波形の相関は高く（図5.4.5）、M-T図（図5.4.6）で見ても、発生間隔は④-⑤が4.17年、⑤-⑥が

4.83年となっている。 

 どちらのエリアについても波形の相関は高く、エリア毎の発生間隔もほぼ同じであることから、繰り返し相似地震

と考えられる。 

 

5.4.5 デジタルデータを用いた繰り返し相似地震調査の考察 

 今回の調査では、2 つの領域で繰り返し相似地震と思われるイベントが抽出できた。また、調査を行う中で、当初

今回の調査期間は本年８月までとしていたが、エリアNo.3の発生間隔から③の地震の発生がある程度予測できたので、

調査期間を延長した所、９月に発生した③の地震を検出できたことや、波形が酷似した地震の存在を確認できたこと

は、非常に有益であった。しかし、今回の調査では事例数が少なく、今後も長期にわたる調査の継続が必要と考える。 
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図5.4.6 エリアNo.6の地震活動経過図と 
イベント毎の波形のコヒーレンスの最大値。 

図5.4.4 エリアNo.3の地震活動経過図と 
イベント毎の波形のコヒーレンスの最大値。 
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図5.4.3 エリアNo.3の地震のOKUCHIの波形。

図5.4.5 エリアNo.6の地震のTSUNOの波形。
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5.4.6 マイクロフィルムを用いた繰り返し相似地震の調査対象・調査方法 

今回の調査ではマイクロフィルムによる繰り返し相似地震の調査も行ったので合わせて報告する。 

1923年から2011年までに日向灘で発生したM5.0以上の地震を対象に、ほぼ同じ震源域で繰り返し発生している地

震（図 5.4.7）を長谷川(2012)の手法を用いて抽出し、59 型地震計（100 倍）の地震波形（マイクロフィルム）の画

像により波形比較を行った。調査には日向灘海域に近い宮崎地方気象台と延岡測候所の地震波形を使用した。 

 なお、マイクロフィルム記録は、宮崎が1972年から1994年まで、延岡が1975年から1994年までである。抽出し

た地震を領域Ａと領域Ｂに分けて領域内で地震波形の比較を行った（図5.4.8、地震活動経過図）。抽出した事例の中

で、波形の比較が可能な事例は領域Ａが４事例、領域Ｂが４事例であった。1994年以降に発生した地震とは比較を行

っていない。 

 

5.4.7 マイクロフィルムを用いた繰り返し相似地震調査の考察とまとめ 

図 5.4.9 から図 5.4.11 に抽出した事例の波形を示す。領域Ａの波形（図 5.4.9、図 5.4.10）は①1972 年 6月 22

日M5.4、②1974年1月11日M5.1、③1981年11月19日M5.2、④1982年3月6日M5.5の宮崎、延岡の波形である。

宮崎の波形は振り切れていたため、コーダ部分で比較を行った。領域Ｂの波形（図5.4.11）は⑤1982年3月8日M5.4、

⑥1984年9月11日M5.1、⑦1987年4月12日M5.1、⑧1994年6月12日M5.1の延岡の波形である。宮崎の波形は領

域Ａと同様に振りきれていたため掲載していない。 

 複雑な波形なので、時間軸、振幅を伸ばして比較を行ったが、どの事例についても特徴的な波形の相似は見られな

かった。 

  

図5.4.7 震央分布図。（1923年以降、深さ0～90km、

M5.0以上） 
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領域ＢのＭ－Ｔ図 

図5.4.8 地震活動経過図（M-T図）。 
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④1982年3月6日 M5.5 

③1981年11月19日 M5.2 

②1974年1月11日 M5.1 

①1972年6月22日 M5.4 

③1981年11月19日 M5.2 

④1982年3月6日 M5.5 

図5.4.10 領域Ａの波形（延岡 Ｕ‐Ｄ）。赤

補助線はP波到着時を示す。 

図5.4.9 領域Ａの波形（宮崎 Ｎ-Ｓ）。赤補助

線はP波到着時を示す。 

⑤1982年3月8日 M5.4 

⑥1984年9月11日 M5.1 

⑦1987年4月12日 M5.1 

⑧1994年6月12日 M5.1 

図5.4.11 領域Ｂの波形（延岡 Ｎ-Ｓ）。赤補助

線はP波到着時を示す。 
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